
どうして若者と女性なのか？どうして若者と女性なのか？

それには「地球温暖化」が大きく関わっています。それには「地球温暖化」が大きく関わっています。

温暖化の影響は年齢も性別も関係なく、温暖化の影響は年齢も性別も関係なく、

地球上のどこに住んでいてもその影響は免れません。地球上のどこに住んでいてもその影響は免れません。

けれども、その負荷は平等ではありません。けれども、その負荷は平等ではありません。

未来をより長く生きる若者未来をより長く生きる若者

社会の変化に影響を受けやすい女性社会の変化に影響を受けやすい女性

このふたつの視点を重ねることで、このふたつの視点を重ねることで、

公正な未来のかたちが見えてきます。公正な未来のかたちが見えてきます。

グラスルーツ・アカデミーは、今年でちょうど10年。グラスルーツ・アカデミーは、今年でちょうど10年。

東北から始まった学びを、次の世代へと広げます。東北から始まった学びを、次の世代へと広げます。

社会を変えるために声をあげる。社会を変えるために声をあげる。

あなたの参加を心からお待ちしています。あなたの参加を心からお待ちしています。

2 0 2 5 年 、 ウ ィ メ ン ズ ・ ア イ は 新 た な 取 り 組 み に 挑 戦 し ま す 。

こ れ ま で は 東 北 地 方 の 女 性 限 定 で 行 っ て き た

グ ラ ス ル ー ツ ・ ア カ デ ミ ー を 全 国 区 へ 拡 大 。

気 候 変 動 問 題 に 取 り 組 む 1 0 〜 ２ ０ 代 の 若 者 た ち と の

コ ラ ボ レ ー シ ョ ン で 開 催 し ま す 。
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うちとそとを繋ぐコミュニケーション
　∼若者世代と描く公正な地域づくり∼

グ ラ ス ル ー ツ ア カ デ ミ ー

9.20 9:00〜
18:00
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日時

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ： 2 0 2 5 年  8 月 1 7 日 ( 日 ) 1 0 〜 1 2 時
フ ォ ロ ー ア ッ プ   　 ： 2 0 2 5 年 1 1 月 1 6 日 ( 日 ) 1 0 〜 1 2 時

会場

関 西 大 学 飛 鳥 文 化 研 究 所
  〒 6 3 4 - 0 1 2 3 　 奈 良 県 高 市 郡 明 日 香 村 稲 渕

詳細は裏面をご覧ください

主催：特定非営利活動法人ウィメンズアイ
後援：ロクシタンジャポン株式会社
協力：関西大学  人間健康学部　村川治彦

※ オ ン ラ イ ン 学 習

参加
無料



グラスルーツアカデミーの魅力

他者に伝え、共有するプロセスを経て、
自分の言葉と行動に確信を持てるようになります。

本気で社会を変えたい大人たちと出会える01
地域で行動してきた女性たちと対話することで、
世代を超えた学びと刺激が得られます。

地域の中で希望を見つける視点が育つ

課題に向き合う現場の声を聞き、
課題の中にある“希望”を見つける力を育てます。

自分の思いや活動に自信が持てるようになる

「伝えたい」を「伝わる」に変える体験

環境や社会課題を、共感を呼ぶ言葉や表現に変えるコミュニケーション
を実践的に学べます

02

仲間と一緒に、創りながら考える

ショート動画の制作プロセスを通じて、
創造と対話を楽しみながら、深い気づきを得られます。

03

04

05

お問い合わせ
特定非営利活動法人ウィメンズアイまで

womensacademyin tohoku@gmai l . com

@cqh7655g

  定員   お申し込み方法

下記のQRコードまたはURLから

応募期間｜8月10日（日）まで

昨年のグラスルーツ
アカデミーはこちらから

当日のスケジュール

9:00 ワークショップ

12:00 ランチ

13:00〜
ワークショップ

ファシリテーター

齊藤由香
アクティビスト・翻訳家・通訳

バークレー在住

18:00

フランスで開発されたカード型ワークショップ「クライメート・フレスク」で、
気候変動の仕組みや社会とのつながりを対話を通じて整理し、理解を深めます。
専門的な知識がなくても、仲間と協力しながら楽しく学べるプログラムです。

その後、環境や社会課題に対する自分の思いや気づきを、1分間のショート動画に
まとめます。伝えたいことを「伝わるかたち」にする体験を通して、共感を呼ぶ表現力
やコミュニケーション力を育てます。
※動画制作・編集スキルや経験は必要ありません

気候変化の影響や環境課題に関心があり、活動をしている10〜20代

活動の中で抱えるもやもやした思いを、うまく言葉にできずにいる。

文章でも映像でも、自分なりの方法で「伝える」ことに関心がある。

地域で活動する女性たちの経験から学び、自分の活動に新しい視点を加えたい。

ひとりでは続けにくい社会活動を、同じ思いを持つ仲間とつながって深めたい。

プログラム内容

15名（先着順）

ht tps : // fo rms .g le/a3q9nM4Mw3M7q1ot8

◀お申込みはこちらから

こんな方におすすめ

米国バークレー在住。平和・環境・社会正義に

関わる運動や関連書籍・映像の日本語翻訳に

取り組むほか、ジョアンナ・メイシーに師事し、

「つながりを取り戻すワーク」のワークショップ

を日本で開催している。

https://womenseye.net/report/6931
https://womenseye.net/report/6931
https://forms.gle/a3q9nM4Mw3M7q1ot8

